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議案第２３号 

 

令和２年度登米市老人保健施設事業会計予算 

 

 （総 則） 

第１条 令和２年度登米市老人保健施設事業会計の予算は、次に定めるところによる。 

 

 （業務の予定量） 

第２条 業務の予定量は、次のとおりとする。 

 （１）利用定員数       入  所     通  所 

７５人      ３０人 

（２）利用者数        入  所     通  所     居  宅 

２４，８２０人   ７，０８４人     ２４０人 

    うち短期入所者数   ３，２８５人 

（３）一日平均利用者数    入  所     通  所     居  宅 

   ６８人      ２３人       １人 

    うち短期入所者数       ９人 

 

 （収益的収入及び支出） 

第３条 収益的収入及び支出の予定額は、次のとおりと定める。 

                   収     入 

第１款 老健事業収益           ４５１，１２８千円 

  第１項 事業収益            ４２８，７４６千円 

  第２項 事業外収益            ２２，３８２千円 

                   支     出 

 第１款 老健事業費用           ４６９，２７２千円 

  第１項 事業費用             ４５７，４５９千円 

  第２項 事業外費用            １０，８１３千円 

  第４項 予備費               １，０００千円 

 

 （資本的収入及び支出） 

第４条 資本的収入及び支出の予定額は、次のとおりと定める。 

                    収     入 

 第１款 資本的収入             ４４，３５５千円 

  第１項 出資金              ４１，３５５千円   



  第７項 他会計負担金            ３，０００千円  

                     支     出 

 第１款 資本的支出             ４４，３５５千円 

  第１項 建設改良費             ３，０００千円   

  第４項 償還金              ４１，３５５千円   

 

 （一時借入金） 

第５条 一時借入金の限度額は、１００，０００千円と定める。 

 

 （予定支出の各項の経費の金額の流用） 

第６条 予定支出の各項の経費の金額を流用することができる場合は、次のとおりと定める。 

 （１）事業費用と事業外費用との間 

 

 （議会の議決を経なければ流用することのできない経費） 

第７条 次に掲げる経費については、その経費の金額を、それ以外の経費の金額に流用し、又

はそれ以外の経費をその経費の金額に流用する場合は、議会の議決を経なければならない。 

 （１）職員給与費             ３１６，０９０千円 

 （２）交 際 費                  ２９千円 

 

 （たな卸資産購入限度額） 

第８条 たな卸資産購入限度額は、１９，２３７千円と定める。 

 

   令和２年２月３日提出 

 

登米市長 熊 谷 盛 廣 
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